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①
市
役
所
本
庁
舎
等
の
建
設

　

秩
父
市
役
所
本
庁
舎
お
よ
び
秩
父
宮

記
念
市
民
会
館
の
本
体
工
事
で
は
、
市

民
を
守
る
防
災
拠
点
、
郷
土
の
誇
り
と

な
る
芸
術
文
化
創
造
拠
点
と
し
て
建
設

す
る
本
施
設
が
、
１
０
０
年
先
ま
で
市

民
共
有
の
貴
重
な
財
産
と
し
て
活
用
さ

れ
る
よ
う
、
市
民
、
市
議
会
の
ご
意
見

を
尊
重
し
、
今
後
も
十
分
な
検
討
と
協

議
を
重
ね
な
が
ら
事
業
を
進
め
ま
す
。

　

市
民
会
館
開
館
準
備
事
業
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
等
を
開

催
し
、
開
館
後
の
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
す
。
新
し
い
市
民
会
館
が
、
地
域
の

文
化
の
殿
堂
と
し
て
魅
力
的
な
事
業
を

展
開
し
、市
内
外
の
多
く
の
方
が
集
い
、

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
地
域
づ
く
り
の
一
端

を
担
っ
て
い
け
る
よ
う
管
理
運
営
計
画

に
基
づ
き
諸
準
備
を
進
め
ま
す
。

②
広
域
水
道
事
業
へ
の
積
極
的
支
援

　

本
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
す
る
広
域
水

道
事
業
を
強
力
に
支
援
し
ま
す
。

　

全
国
的
に
、
年
々
厳
し
さ
を
増
す
水

道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
秩
父
地

域
も
例
外
で
は
な
く
、「
大
幅
な
人
口
減

少
（
少
子
・
高
齢
化
）」
に
よ
る
収
益

の
減
少
と
「
施
設
・
管
路
の
老
朽
化
」

に
よ
る
費
用
の
増
大
と
い
う
、
２
つ
の

大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
資
金
、
人
材
、
施
設
、
水

資
源
な
ど
を
共
有
化
し
、
技
術
面
・
経

営
面
そ
れ
ぞ
れ
の
基
盤
の
強
化
を
図
る

た
め
、
水
道
広
域
化
に
よ
る
施
設
の
共

有
化
（
統
廃
合
）
は
非
常
に
大
き
な
効

果
が
得
ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、国
の
交
付
金
を
活
用
し
、

強
靭
な
水
道
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ

と
で
、「
安
心
で
安
全
、
お
い
し
い
水
道

水
を
安
定
供
給
す
る
」
と
い
う
水
道
の

使
命
を
未
来
永
劫
、
持
続
し
て
い
く
た

め
の
礎
と
し
ま
す
。

③
地
域
医
療
体
制
の
強
化
・
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
践

　

秩
父
地
域
の
医
療
に
お
い
て
は
、
救

急
医
療
体
制
の
維
持
と
産
科
医
療
体
制

の
充
実
が
急
務
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

救
急
医
療
で
は
、
秩
父
広
域
市
町
村

圏
組
合
へ
、
救
急
医
療
施
設
費
負
担
金
を

支
出
す
る
と
と
も
に
、「
ち
ち
ぶ
医
療
協

議
会
」
と
連
携
し
強
力
に
支
援
し
ま
す
。

　

医
師
の
確
保
で
は
、
新
専
門
医
制
度

に
よ
る
研
修
医
募
集
を
目
指
し
、
市
立

病
院
で
は
、
非
常
勤
の
医
師
が
診
療
し

て
い
る
脳
神
経
外
科
等
の
常
勤
医
師
の

確
保
に
向
け
、
大
学
病
院
等
と
交
渉
を

続
け
、診
療
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

産
科
医
療
で
は
、
秩
父
地
域
内
で
出

産
が
で
き
る
１
診
療
所
へ
の
産
科
医
師

や
助
産
師
の
派
遣
を
継
続
・
拡
充
し
、

安
心
し
て
出
産
で
き
る
体
制
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
市
立
病
院
内
の

産
科
開
設
に
向
け
た
取
り
組
み
に
努
め

ま
す
。

　

市
立
病
院
の
医
療
機
器
の
設
備
強
化

で
は
、
新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
装
置
の

更
新
な
ど
を
行
い
、
患
者
の
負
担
軽
減

と
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
で

は
、
圏
域
ケ
ア
連
携
会
議
で
の
協
議
を

進
め
な
が
ら
、
市
立
病
院
に
設
置
し
た

秩
父
保
健
医
療
圏
域
の
「
ち
ち
ぶ
在
宅

医
療
・
介
護
連
携
相
談
室
」
の
機
能
充

実
と
在
宅
患
者
受
け
入
れ
用
ベ
ッ
ド
の

活
用
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
人
生
の
最
期
ま
で
自
分
ら

し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
、「
ち
ち
ぶ
版
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

　

福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
平
成
28

年
度
の
新
た
な
事
業
と
し
て
、「
地
域
サ

ロ
ン
活
動
」
を
積
極
的
に
支
援
し
、
地

域
の
中
で
支
え
合
う
組
織
づ
く
り
を
積

極
的
に
働
き
か
け
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
困
窮
家
庭
の
子
ど
も
へ

の
支
援
や
生
活
保
護
受
給
者
へ
の
就
労

支
援
な
ど
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
で
は
、
国
の
制
度
改

正
に
よ
り
、地
域
支
援
事
業
に
お
い
て
、

単
身
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
へ
の
生
活

支
援
の
充
実
、
元
気
な
高
齢
者
の
社
会

参
加
や
地
域
で
支
え
合
う
体
制
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
で
は
、「
子
ど
も

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
着
実
な
実

行
と
、
地
域
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、「
秩
父

市
立
保
育
所
再
編
計
画
」
に
基
づ
き
、

保
護
者
等
と
協
調
し
、
円
滑
な
対
応
を

図
り
ま
す
。

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
で
は
、「
が
ん
検

診
」
の
受
診
率
向
上
を
目
指
し
、
健
康

教
育
を
行
い
ま
す
。

　

母
子
保
健
事
業
で
は
、
乳
幼
児
と
そ

の
親
を
対
象
に
発
育
や
療
育
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
す
る
相
談
事
業

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

特
定
健
康
診
査
で
は
、
健
康
長
寿
を

実
現
す
る
た
め
、
生
活
習
慣
病
対
策
の

柱
と
し
て
実
施
し
て
い
る
「
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
」
に
つ
い
て
、
受

診
率
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

平
成
28
年
度

最　

重　

点　

事　

項

　

市
議
会
３
月
定
例
会
が
２
月
26
日
か
ら
３
月
16
日
ま
で
開
か
れ
、
議
案
の
審
議
に

先
立
ち
、
久
喜
市
長
は
平
成
28
年
度
の
施
政
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
「
人
口
増
に
向
け
て
結
果
を
出
し
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、「
秩

父
市
経
営
方
針
」
を
市
民
と
と
も
に
実
践
し
て
い
く
と
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

豊
か
な
ま
ち　

環
境
文
化
都
市
ち
ち
ぶ

平
成
28
年
度

施
政
方
針

市
民
と
の
協
働
に
よ
り
日
本
一
し
あ
わ
せ
な
ま
ち
へ
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④
お
も
て
な
し
観
光
の
推
進

　

民
泊
や
外
国
人
誘
客
の
環
境
整
備
で

は
、
公
共
交
通
機
関
と
の
連
携
の
強
化

と
利
用
促
進
に
よ
り
、
秩
父
地
域
全
体

へ
の
観
光
客
倍
増
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
秩
父
ま
つ
り
会
館
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
や
公
衆
・
観
光
ト
イ
レ
の
適
切

な
維
持
管
理
を
進
め
ま
す
。

⑤
企
業
誘
致
と
地
元
企
業
の
応
援
・

　

セ
メ
ン
ト
跡
地
の
有
効
活
用
の
提
言

　

圏
央
道
が
埼
玉
県
内
で
全
線
開
通
し

た
機
会
を
捉
え
、恵
ま
れ
た
自
然
環
境
、

地
震
や
災
害
に
強
い
、
秩
父
市
の
優
位

性
を
強
力
に
Ｐ
Ｒ
し
、
さ
ら
に
空
き
用

地
等
へ
の
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
秩
父
地
域
雇
用
対
策
協
議
会

や
関
係
機
関
と
連
携
し
た
、
若
者
の
定

住
促
進
事
業
の
推
進
や
、
秩
父
市
イ
メ

ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ポ
テ
く
ま
く
ん
」

を
活
用
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目

指
し
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
農
作
物
被
害
対
策
で
は
、

捕
獲
活
動
に
加
え
、
農
作
物
を
守
る
た

め
の
適
格
な
対
策
や
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

農
業
経
営
者
等
の
支
援
で
は
、
農
業

従
事
者
の
支
援
と
と
も
に
、
耕
作
条
件

の
不
利
な
地
域
を
支
援
し
、
営
農
活
動

の
継
続
と
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

⑥
秩
父
ブ
ラ
ン
ド
育
成
へ
の
取
り
組
み

　

ウ
イ
ス
キ
ー
・
日
本
酒
・
ワ
イ
ン
な

ど
の
酒
類
、
イ
チ
ゴ
・
ぶ
ど
う
な
ど
の

果
物
、
カ
エ
デ
樹
液
製
品
、
秩
父
銘
仙

な
ど
全
国
に
誇
れ
る
秩
父
ブ
ラ
ン
ド
の

育
成
に
、
民
間
と
の
協
働
に
よ
り
取
り

組
み
ま
す
。

⑦
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
へ
の
積
極
的
な
取
り

組
み

　

森
林
資
源
を
活
用
し
た
地
産
地
消
の

持
続
可
能
な
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循

環
シ
ス
テ
ム
構
築
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
駆
使
し

た
「
森
林
資
源
有
効
活
用
拠
点
づ
く
り
」

の
推
進
、
さ
ら
に
は
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
森
や
木
に
触
れ
、
学
び
、
木
を
生
活

の
中
心
に
置
く
「
木
育
」
を
積
極
的
に

進
め
ま
す
。

　

全
国
の
国
立
公
園
を
保
有
す
る
市
が

加
入
す
る
「
国
立
公
園

関
係
都
市
協

議
会
」
定
期
総
会
や
「
巨
木
を
語
ろ
う

全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
森
林
の

保
護
・
再
生
の
機
運
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
事
業

に
よ
る
環
境
教
育
で
は
、
西
小
学
校
に

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
お
よ
び
蓄
電
池
を

整
備
し
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境
学
習
に

活
用
し
ま
す
。

　

森
林
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
で
は
、

秩
父
市
産
木
材
の
Ｐ
Ｒ
お
よ
び
利
活
用

を
進
め
、
西
武
秩
父
仲
見
世
通
り
複
合

型
温
泉
施
設
や
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
使
わ

れ
る
新
国
立
競
技
場
の
建
設
に
際
し
、

秩
父
材
の
利
用
を
要
望
し
ま
す
。

⑧
中
心
市
街
地
の
再
開
発

　

埼
玉
県
事
業
の
「
本
町
・
中
町
道
路

拡
幅
事
業
」
に
合
わ
せ
、
歴
史
を
感
じ

さ
せ
、
魅
力
あ
る
目
抜
き
通
り
を
創
造

し
ま
す
。
ま
た
、
秩
父
神
社
周
辺
、
番

場
通
り
、
東
町
通
り
、
御
花
畑
駅
周
辺
、

西
武
秩
父
駅
周
辺
を
、
新
庁
舎
・
秩
父

宮
記
念
市
民
会
館
を
中
心
に
、
将
来
設

計
を
立
て
る
と
と
も
に
、
西
武
秩
父
駅

か
ら
秩
父
神
社
へ
、
人
の
流
れ
を
つ
く

る
誘
導
策
を
検
討
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
新
た
な
事
業
と
し
て
、

新
た
な
集
客
や
空
き
店
舗
の
活
用
、
商

店
街
の
賑
わ
い
創
出
な
ど
を
目
指
し

「
高
校
生
に
よ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。
高
校
生
が

商
店
経
営
に
挑
戦
し
、
自
ら
生
産
し
た

製
品
を
販
売
す
る
取
り
組
み
を
通
し

て
、「
流
通
」
を
学
び
ま
す
。

⑨
新
教
育
委
員
会
制
度
の
も
と
基
礎
学

力
の
向
上
の
た
め
の
大
改
革

　

私
、
市
長
が
積
極
的
に
教
育
委
員
会

に
関
わ
り
、
総
合
教
育
会
議
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
基
礎
学
力
の
向
上
、
と

り
わ
け
英
語
学
習
を
強
化
し
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
推
進
事
業

で
は
、
市
内
小
学
校
１
校
を
モ
デ
ル
校

と
し
、
大
型
テ
レ
ビ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等

を
配
備
し
、児
童
の
学
習
意
欲
の
向
上
、

基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
、
思
考

力
・
判
断
力
等
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
で
は
、
引
き
続
き

小
中
学
校
の
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
工
事
を
行
い
ま
す
。

⑩
秩
父
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
（
生
涯
活
躍
の
ま

ち
）
と
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
へ
の
チ

ャ
レ
ン
ジ

　

先
進
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
姉
妹

都
市
豊
島
区
と
秩
父
市
な
ら
で
は
の
Ｃ

Ｃ
Ｒ
Ｃ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
流
入
人
口

の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
へ
の
取
り
組
み

で
は
、
点
在
す
る
公
共
施
設
を
旧
大
滝

中
学
校
に
集
約
す
る
、「
小
さ
な
拠
点
」

を
整
備
し
ま
す
。
分
散
し
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
生
活
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
活
動
の

場
な
ど
を
つ
な
ぎ
、
生
活
を
支
え
る
新

し
い
地
域
運
営
の
仕
組
み
を
作
る
こ
と

で
、
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

を
目
指
し
ま
す
。

重　　点　　施　　策
～久喜市長が任期中に必ず成し遂げると定めた10項目～
1 雇用対策の強化
2 医療・福祉の充実

3 基礎学力の向上、知徳体の調和・慈しみ合う心の醸
成

4 「環境立市ちちぶ」のさらなる推進

5 地域経済の活性化、第６次産業の確立と秩父銘仙の
再興

6 訪れたくなる秩父を目指して
7 安心・安全なまちづくりの推進
8 強いライフラインの確保
9 より親しみやすい市役所づくり

10 公共施設の見直し（ファシリティマネジメント）と適正な財源確保の推進
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